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布勢小学校 学校だより 

八代川 八代川 
●学校スローガン 

笑顔いっぱい夢ふくらむ布勢小学校 

「いっぽいっぽ」「元気に登校 笑顔で下校」 

令和６年５月号    

699-1433 島根県仁多郡奥出雲町八代２２０ ☎０８５４‐５４‐９０２０  mail：fusetc1@town.okuizumo.shimane.jp 

HP 

文責 校長 長谷川 

雲一つない青空のもと、野外を走ろう会を行いました。八代西部の丘陵地を走る低学年

６００ｍ、中学年９００ｍ、高学年１４００ｍのアップダウンもあるコースです。子ども

たちは、沿道の地域の皆さん、ご家族の皆さん、布勢幼児園の皆さんからのご声援により

大きな力をいただき、颯爽と走り切ることができました。走り終わった子どもたちは、苦

しさもあったと思いますが、とても満足そうな表情をしていました。わざわざお出かけい

ただいた皆さん、ご声援いただきたいへんありがとうございました。  

健脚を競う   第２０回奥出雲町小学校連合

体育大会が１５日に三成運動公

園陸上競技場で行われました。布

勢小からは５、６年全員が参加

し、１００ｍ、６００ｍ（女子）、

１０００ｍ（男子）、混成リレーに

出場しました。先月中旬から練習

を重ねてきた子どもたちは、自己

記録の更新を目標に、それぞれが

精一杯の力を出し切りました。子

どもたちの奮闘に拍手を送りた

いと思います。当日は多くのご家

族の方にご声援をいただきまし

た。ありがとうございました。 

ブログ 

八代の里を颯爽と走る 野外を走ろう会 八代の里を颯爽と走る 野外を走ろう会 

奥出雲町小学校連合体育大会 

 ２・４・６年生は昨年と同じコースを走りまし

た。昨年のタイムを比較すると、多くの児童が昨

年の記録を上回っていることが分かりました。さ

らに偶数学年の児童のタイム総計では、実に８分

４秒短縮していました。布勢小児童の健闘ぶりを

称え、全校児童に「パワーアップ賞（一人の一歩

が布勢小の大きな力に）」を贈りました。 

 

８分４秒！！ 

大会も終わってみんなにっこり記念撮影 

ばっちり決まったバトンパス 

ウオーミングアップから緊張気味です 

快走６００ｍ 

行事の予定 
 幼小中親子運動会 

入場行進８：４０
～ 

 

ご声援よろしくお願いします 

空のように明るい笑顔で全
力パワーをみせつけよう 

メラメラもえるやる気は 
わたしたちのくんしょう 

みんなで協力し世界一のス
マイルで運動会を楽しもう 
わたしたちのくんしょう！ 

 青   赤 黄 

第４９回 

全力疾走！１００ｍ 

応援も頑張りました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の学校経営方針です 【布勢小学校グランドデザイン】 

人間尊重の精神に徹し、 

豊かな人間性とたくましい実践力をもつ 

ふせの子の育成 

学校教育目標 
しまね 

教育魅力化ビジョン 

 奥出雲町 

目指す子ども像 

学校経営の重点 

 

誠実 

校訓 

スローガン 

奥出雲町への 
愛着と誇りをもち、 
自らとふるさとの 

未来を切り拓こうとする
子ども 

ふるさと島根を 
学びの原点に 
未来にはばたく 
心豊かな人づくり 

 
 未来を拓く学力つくり 

３【支え合うなかまづくり】   

●いじめを許さない風土づくり 
●互いに支え合う学校・学級づくり 
 〔なかよし班活動・学級の共有体験〕 
●あいさつ、返事、はきもの揃えの徹底 
 
４【自己決定力の育成】 
●夢や希望を見守り、一歩一歩の努力
に対する励ましや評価の継続 

●自己決定の機会の意識化 
●一人一人に寄り添い、課題に向き合 
う教育相談の充実 

５【体力つくりの推進】 

●全国体力・運動能力調査の活用 

●野外を走ろう会、けん玉、縄跳び 

●対外行事への積極参加 

 

６【基本的な生活習慣の確立】 

●メディアとのつきあい方の指導の工夫 

●ふせっ子元気週間、弁当の日の実施 

●健康つくりのための保健指導の充実 

 健やかな体つくり 

 

 豊かな心つくり 

 基盤となる７つの取組 

ぽ

ち
ょ
ん
ぼ
し
ず
つ 

 

③キャリア教育の推進 
●夢の意識化による意欲向上
（ゆめカード、キャリアパスポー
トの活用） 

②特別支援教育の充実 
●一人一人の自己実現を支える特
別支援教育  
教育のユニバーサルデザイン化 

進取 協力 

⑥家庭・地域との連携 
●各種たより、ブログによる情報発信、
ふせっ子サポートの積極的活用 

⑦安全な教育環境の整備 
●緊急時対応体制の整備、訓練の実
施、安全点検と修繕の実施 

ぽ 

つ

い

つ

い

④ふるさと教育の推進 
●地域の教育資源（ひと・
もの・こと）の積極的活用 

１【自分の考えをもち、共に学び合う授業づくり】 

●「考えてみたい！」と思える課題提示の工夫 

●確かな学びを創る学習過程の工夫 

●校内のOJT の積極推進 

 

２【学びの地面づくり】 

●個々の課題に応じた支援の工夫 

●基礎・基本の定着 

・ふせっこ学習のやくそくの徹底 

・音読カード、読み上げ計算の継続 

・ばっちりタイム、学力アップチャレンジ週間 

●家庭学習の質と量の充実 

◇考える楽しさ・わかる喜びを味わい、
進んで表現し、高め合える子 

◇めあてをもって運動し、 
体を動かす喜びを味わえる子 

◇人とのかかわりを大切にし、 
積極的に行動できる子 

⑤小・小連携の推進 
●学校再編を踏まえた他校
との交流、合同学習の充実 

①人権・同和教育の充実 
●自他の人権を尊重する 
学校づくり 人権感覚の育成 

城山遠足は中止に それでも絆はがっちり 

 １年生から４年生までの学年で計画して

いた城山遠足は、２度の予定日がいずれも荒

天となり、残念ながら中止になりました。子

どもたちも恨めしく空を仰いでいましたが、

こればかりは仕方ありません。 

 気持ちを切り替え、登山遠足の代わりに４

年生以下の学年が体育館に集い、「なかよく

なろう会」を行いました。４年生が考えてい

た遠足のテーマは「えがおで協力し、思い出

になる遠足にしよう」でした。「なかよくな

ろう会」では山頂で実施する予定だった城山

クイズや「だるまさんが転んだ」などで盛り

上がりました。なかよし班ごとのお弁当タイ

ムも、とてもうれしそうでした。みんなの絆

が一層深まった時間となりました。 

上三所の昭和会の皆様には子どもたちの

安全な登山のため、登山道の整備を行ってい

ただきたいへんありがとうございました。 

城山クイズ 

★城山は昔、何と
呼ばれていたでし
ょう？①すがひ山
②きのこ山 
③けもの山 

★昔、だれが城山に
登ったでしょうか。
①徳川家康 
②いなばの白ウサギ 
③スサノオノミコト 

★城山には、昔、てきを見はる
さむらいがいました。てきがき
たとき、どうやって知らせてい
たでしょう ①さけぶ 
②けむり  ③走って行く 

★城山にある雨乞いの岩
のくぼみの水を混ぜると
どうなると言われたでし
ょう。①くもり 
②雨が降る ③雪が降る 

２・５年生が田植えに挑戦！「大きく育つんだよ」 

なかよくなろう会 

城山のことについて上三所の角田さんに教えていただいた４年生が考えました 

 ５月１０日に２年生・５年生が田植えをし

ました。毎年八代東部の石原さんの田んぼを

お借りし、地域の皆さんにもお手伝いいただ

きながら、稲作体験をさせていただいていま

す。この日も苗の植え方のこつを教えていた

だいた後、田に入って苗を植えていきました。

最初のうちは、足が自由に動かせないため悪

戦苦闘していた子どもたちも少しずつ慣れ

て、上手に苗を植えることができました。 

地域の方からは「はしま」の差し入れもして

いただき、子どもたちも大満足でした。 

秋にはたわわに稲が実ることを楽しみに待

ちたいと思います。お手伝いいただいた皆さ

ん、ありがとうございました。 

★代表児

童による

ばば引き

体験。「慎

重に、慎重

に。」 

★焼き鯖、季節

の素材がふんだ

んに使われた

「はしま」のむ

すび。ごちそう

でした。 

★汽車も田植えを応援 

布勢小だより 5月号 06（２） 


